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第１章 はじめに 

VAt4 で出力した出力データは、大きく、メッシュデータ（第２章）、ベクトルデータ（第３章）、センサ

ー情報（第４章）の 3 つのカテゴリに分かれます。 

 

出力項目によって様々な拡張子で出力しますが、ファイル形式はすべてテキストになりますので、メモ

帳をはじめとするテキストエディタで開くことができます。 

【注意】 

※Excel で直接開くと日時や小数の書式が崩れる場合がありますのでご注意ください。 

 

 

出力データの基本フォーマットは下図のとおりです。 

上段がヘッダー部、下段がデータ部です。さらに、データ部はデータヘッダー部とデータ領域部に分かれ

ます。 

 

 

 

  ヘッダー部 

データ部 

データヘッダー部 

データ領域部 
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データフォーマット概要 

    ヘッダー部およびデータ部ともに、項目名と内容、および、データはカンマ区切りで、 

改行コードは<CR><LF>となっています。 

 

     [$Header]<CR><LF> 

     [項目名 1],[内容 1]<CR><LF>  

     [項目名 2],[内容 2]<CR><LF> 

      ・・・ 

     [項目名 n],[内容 n]<CR><LF> 

     <CR><LF> 

     [$Data]<CR><LF> 

     [項目名 1  ],[項目名 2  ],・・・,[項目名 n  ]<CR><LF> 

     [データ 1-1],[データ 2-1],・・・,[データ n-1]<CR><LF> 

     [データ 1-2],[データ 2-2],・・・,[データ n-2]<CR><LF> 

      ・・・ 

     [データ 1-n],[データ 2-n],・・・,[データ n-n]<CR><LF> 

     <CR><LF> 

        

       イメージ 

        

 

 

 

  

ヘッダー部 

データ部 

1 行空行 

1 行空行 

データヘッダー部 

データ領域部 

・出力実行時の条件やバイナリ 

データから読み取った観測内容 

を出力します。 

・1 行に 1 項目ずつ出力します。 

・内容が複数になる場合は、内部を 

カンマ区切りで出力します。 

（例） 

・各カテゴリの共通項目、及び、 

 任意選択内容を出力します。 

・1 行に 1 アンサンブルずつ 

出力します。 

※データによっては観測時刻 

で出力します。 

1 行 1 アンサンブルごと 
または 

1 行 1 観測時間ごと 
データヘッダー部の 
項目ごと 
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第２章 メッシュデータ 

メイン画面＞[メッシュデータ出力]タブ 

メッシュデータは、各コンタ図で表示している内容のテキストデータを出力します。テキストファイル

は「Mesh」フォルダに項目毎の拡張子をつけて出力します。 

 

出力項目選択               出力ファイル 

  

 

 

バイナリデータファイル保存フォルダ 

バイナリデータファイル名のフォルダ 

※バッチ出力時は「Batch」フォルダ 

メッシュデータ出力フォルダ 

チェックした項目のみ出力されます。 
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メッシュデータ データ部フォーマットイメージ 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

  

共通項目 任意選択項目 

データヘッダー項目 
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メッシュデータ データ部共通項目 

 

（※1）GPS 時計ではありません。 

（※2）#8 列目以降は、メイン画面＞[メッシュデータ出力]タブで選択した任意の項目を 

出力します。 

（※3）ヘッダー部「緯度経度フォーマット」が適応。（[十進度] or [変則 60 進数] or [度分秒]） 

   緯度経度フォーマットの詳細については第 5 章その他をご参照ください。 

（※4）ヘッダー部「出力単位-ボトム/水面までの距離」が適応。（[cm] or [m]） 

（※5）エラー値、未測の場合は「9999」。 

（※6）ヘッダー部「出力単位-流速」が適応。（[cm/s] or [knot]） 

（※7）Bm1 は Beam1 を、Bm2 は Beam2 を、Bm3 は Beam3 を、Bm4 は Beam4 を、 

Bm5 は Beam5 を、平均 Bm1-4 は平均値を、それぞれ示します。 

       ここで、平均値は、メイン画面の右下部で選択されたビームの平均値です。 

                      

                    （例）この場合は、ビーム 1、2、4 の平均値となります。 

 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#1 Ens 観測アンサンブル番号 - 

#2 日時 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#3 距離 航走距離 

※移動観測時のみ 

※航跡直線化時は、直線化後の距離を適応 

m 

#4 緯度 北緯はプラス、南緯はマイナス （※3） 

#5 経度 東経はプラス、西経はマイナス （※3） 

#6 BT レンジ 深度 （※4） 

#7 水圧センサー 絶対圧 （※4） 

#8 観測層高 1 層目(m) 任意選択データ（※2） 

 

※観測層高(m) 

  = Bin1distance + ED + (層厚×層数-1)  

- 

#9 観測層高 2 層目(m) 

 ・・・ 

 観測層高 n-1 層目(m) 

 観測層高 n 層目(m) 
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任意選択内容（#8 列目以降） 

 

 

  

選択した出力項目 拡張子 データ内容（※5） 単位 

東方成分 TcoE 東方成分流速（東向き＋、西向きʷ） （※6） 

北方成分 TcoN 北方成分流速（北向き＋、南向きʷ） （※6） 

X 軸成分 TcoX X 軸成分流速 （※6） 

Y 軸成分 TcoY Y 軸成分流速 （※6） 

絶対流速値 TcoV 絶対流速 （※6） 

流向 TDir 流向 degree 

流下軸成分 TSW 流下軸成分流速 （※6） 

鉛直成分 TcoZ 鉛直成分流速（上向き＋、下向きʷ） （※6） 

エラー流速 TErr エラー流速 （※6） 

ABT TABT 超音波濁度 - 

流量算出用 

メッシュデータ 

TFLUX 断面流量算出用の流下軸成分 

（不感帯補完流速を含む） 

（※6） 

コリレーション Tcor_Beam1 
Tcor_Beam2 
Tcor_Beam3 
Tcor_Beam4 
Tcor_Beam5 

Tcor_BeamAve 

各コリレーション（※7） count 

反射強度 TcoI_Beam1 
TcoI_Beam2 
TcoI_Beam3 
TcoI_Beam4 
TcoI_Beam5 

TcoI_BeamAve 

各反射強度（※7） count 

%Good TPG_PG1 
TPG_PG2 
TPG_PG3 
TPG_PG4 

TPG_PG1+4 

各パーセント Good 
※PG1 は Beam1 の、PG2 は Beam2 の、 

PG3 は Beam3 の、PG4 は Beam4 の、 
PG1+4 は Beam1 と Beam4 のパーセント 
Good を、それぞれ示します。 

% 

ビーム座標 TB1 
TB2 
TB3 
TB4 

各ビーム座標流速（※7） （※6） 

H-ADCP 選択 

ビーム流速 

TcoH H-ADCP 選択ビーム流速 （※6） 
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第３章 ベクトルデータ 

メイン画面＞[ベクトルデータ出力]タブ 

ベクトルデータは、航跡ベクトル図、および、断面ベクトル図の各ベクトル図で表示している内容のテキ

ストデータを出力します。テキストファイルは「Vector」フォルダに項目毎の拡張子をつけて出力します。 

 

出力項目選択               出力ファイル 

  

 

  

バイナリデータファイル保存フォルダ 

バイナリデータファイル名のフォルダ 

※バッチ出力時は「Batch」フォルダ 

ベクトルデータ出力フォルダ 

チェックした項目のみ出力されます。 
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3-１ 各層データ、鉛直平均データ、流砂速度 

データ部フォーマットイメージ 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

  

共通項目 任意選択項目 

データヘッダー項目 
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データ部共通項目 

 

（※1）GPS 時計ではありません。 

（※2）#6 列目以降は、メイン画面＞[ベクトルデータ出力]タブで選択した任意の項目を 

出力します。 

（※3）ヘッダー部「緯度経度フォーマット」が適応。（[十進度] or [変則 60 進数] or [度分秒]） 

   緯度経度フォーマットの詳細については第 5 章その他をご参照ください。 

（※4）ヘッダー部「出力単位-ボトム/水面までの距離」が適応。（[cm] or [m]） 

（※5）エラー値、未測の場合は「9999」。 

（※6）ヘッダー部「出力単位-流速」が適応。（[cm/s] or [knot]） 

（※7）計測開始地点の座標をゼロとします。 

 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容（※5） 単位 

#1 時間 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#2 X 航跡 X 座標（※7） m 

#3 Y 航跡 Y 座標（※7） m 

#4 緯度 北緯はプラス、南緯はマイナス （※3） 

#5 経度 東経はプラス、西経はマイナス （※3） 

#6 水深（※2） 観測層深度 

＝吃水オフセット 

+ Bin1Distance 

+ ED 

+ (層厚×層数-1) 

（※4） 

#7 流向（※2） 流向 degree 

#8 流速（※2） 絶対流速 （※6） 

#9 N（※2） 北方成分流速（北向き＋、南向きʷ） （※6） 

#10 E（※2） 東方成分流速（東向き＋、西向きʷ） （※6） 

#11 鉛直（※2） 鉛直成分流速（上向き＋、下向きʷ） （※6） 

#12 EIAve（※2） 反射強度平均値 count 

#13 PGAve（※2） パーセント Good 平均値 % 

#14 CorAve（※2） コリレーション平均値 count 

#15 ABT（※2） 超音波濁度 - 
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任意選択内容 

 

 

 

 

  

選択した出力項目 ファイル名 データ内容 

各層データ *_xxx.GPS 第 1 層目から観測層数分の各層データで、 

1 層 1 ファイルとなります。 

（例） 

第 1 層目：*_001.GPS 

第 2 層目：*_002.GPS 

・・・ 

第 10 層目：*_010.GPS 

・・・ 

 

鉛直平均データ *_ave.GPS 選択層の鉛直平均流速 

 

 

 

 

 

 

 

 

流砂速度 *_Bed.GPS 流砂速度（河床移動速度、Bed Load Velocity） 

 
 

 

移動水平計測  H-ADCP を船の舷側に横向きに設置し、移動観測し

た場合に各層の緯度経度を層厚と向きから計算し、

ベクトル描画用フォーマットで出力します。 

 

流砂速度の計算設定 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・ 

選 択した層 の

平均 
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3-２ 流砂量 

データ部フォーマットイメージ 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

*_BedLoad.csv 

  

データヘッダー項目 

データ領域 

データフッター項目 

 メイン画面＞[ベクトルデータ出力]タブで 

 指定した条件、および、掃流砂量を出力します。 

流砂速度 

掃流砂量 
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データ部項目 

 

 

 

 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#1 disE(m) GGA 移動距離（東方成分） m 

#2 disN(m) GGA 移動距離（北方成分） m 

#3 deltaDis(m) 1 アンサンブルの移動距離 M 

#4 BedloadVel(cm/s) 流砂速度 cm/s 

#5 us(m/s) 浮遊砂 鉛直成分 m/s 

#6 Ustar せん断流速  

#7 τstar τ＊  

#8 hs/d 河床波勾配（d：粒径）  

#9 hs(m) 流動層厚 m 

#10 BedloadDisqb(m^3/s/m) 単位当たりの掃流砂量 m^3/s/m 

#11 deltaBedLoadDischarge(m^3/s) 掃流砂量 m^3/s 
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3-３ Google Earth 用 KML ファイル出力 

KML ファイルは、三次元地理空間情報の表示の管理などを目的とした情報を XML 形式で記述

したテキストファイルです。 

Google Earth 用の KML ファイルに、航跡ベクトル（流速、および、流砂速度情報）を出力しま

す。 

     

     

     

 

 

 

     

    Google Earth 読込イメージ（流速） 

     
 

    ファイル名（流速） 

    *_BT_Velocity.kml 

 

  

「凡例出力」を選択すると、Google Earth に凡例を表示します。 
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    Google Earth 読込イメージ（流砂速度） 

     
 

    ファイル名（流砂速度） 

    *_BT_Bedload.kml 
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第４章 センサー情報 

メイン画面＞[センサー情報出力]タブ 

センサー情報は、各バイナリデータファイルから読み取ってテキストデータとして出力します。 

テキストファイルは「Sensor」フォルダに出力します。 

 

出力項目選択               出力ファイル 

  

 

  

バイナリデータファイル保存フォルダ 

バイナリデータファイル名のフォルダ 

※バッチ出力時は「Batch」フォルダ 

センサー情報出力フォルダ 

チェックした項目のみ出力されます。 
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4-１ 基本情報出力（EnsNo、日時、水温、電流/電圧） 

データ部フォーマットイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_Temp.csv 

 

 

データ部項目 

 

（※1）GPS 時計ではありません。 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#1 観測日時 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#2 水温 水温 ℃ 

#3 内部電流 内部電流 mA 

#4 内部電圧 内部電圧 mV 

#5 経過時間(秒) 経過時間 秒 

#6 観測方向 観測方向（Up、Down） - 

#7 アンサンブル NO アンサンブル番号 - 

データヘッダー項目 

データ領域 
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4-２ 姿勢情報（ヘディングコンパス、ピッチ/ロール） 

データ部フォーマットイメージ 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_Atti.csv 

データ領域 

データヘッダー項目 
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データ部項目 

（※1）GPS 時計ではありません。 

（※2）ヘディング生値が出力されます。（偏角補正は考慮されません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#1 観測日時 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#2 内部コンパス 内部コンパス磁方位（※2） degree 

#3 外部コンパス 外部 GNSS コンパス degree 

#4 ピッチ ピッチ 

ビーム 4 方向が＋、ビーム 3 方向がʷ 

※H-ADCP の場合 

下向きが＋、上向きがʷ 

degree 

#5 ロール ロール 

※下向き観測（Down）の場合 

ビーム 2 方向が＋、ビーム 1 方向がʷ 

※上向き観測（Up）の場合 

ビーム 1 方向が＋、ビーム 2 方向がʷ 

※H-ADCP の場合 

ビーム 1 方向が＋、ビーム 2 方向がʷ 

degree 

#6 傾斜角度 傾斜角度 degree 

#7 傾斜方位(XY) 傾斜方位（XY） degree 

#8 傾斜方位(地球座標) 傾斜方位（地球座標） degree 
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4-３ 位置情報出力（ボトムトラック、GNSS、高さなど） 

データ部フォーマットイメージ 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_BT.csv 

  

データ領域 

データヘッダー項目 
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データ部項目 

（※1）GPS 時計ではありません。 

（※2）ヘッダー部「緯度経度フォーマット」が適応。（[十進度] or [変則 60 進数] or [度分秒]） 

   緯度経度フォーマットの詳細については第６章その他をご参照ください。 

（※3）計測開始地点の座標をゼロとします。 

（※4）オフセット値を含みます。 

（※5）エラー値、未測の場合は「9999」。 

（※6）ヘッダー部「出力単位-流速」が適応。（[cm/s] or [knot]） 

（※7）実際の航走距離が出力されます（平均処理は反映されません。）  

列 データヘッダー項目名 データ内容（※5） 単位 

#1 観測時間 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#2 緯度 北緯はプラス、南緯はマイナス （※2） 

#3 経度 東経はプラス、西経はマイナス （※2） 

#4 Ｘ座標 航跡 X 座標（※3） m 

#5 Ｙ座標 航跡 Y 座標（※3） m 

#6 標高(m) 標高 m 

#7 ジオイド高(m) ジオイド高 m 

#8 GNSS フラグ GPS のクオリティ 
0：利用できない、無効 
1：GPS 測位 
2：DGPS 測位 
3：GPS PPS 
4：RTK 測位 
5：Float RTK. Satellite system used in RTK mode 
6：E stimated (dead reckoning) mode 
7：マニュアル入力モード 
8：シミュレーションモード 

- 

#9 衛星数 受信衛星数 - 

#10 ボトム平均(offset 有) 4 ビーム平均値（※4）※欠落データは除く。 cm 

#11-

#15 

B1Range-B5Range BT レンジ Beam1-Beam5（※4） cm 

#16 DBT 音響測深データ（外部接続時）（※4） cm 

#17-

#20 

BTvel1-BTvel4 ボトムトラック流速 Beam1-Beam4 （※6） 

#21 GPS 設置高(m) GPS 設置高 m 

#22 航走距離(m) 航走距離（※7） m 

#23 ボトム標高(ADCP) ボトム標高(ADCP) m 

#24 ボトム標高(DBT) ボトム標高(DBT)（外部接続時） m 
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4-４ 水圧センサー出力 

データ部フォーマットイメージ 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_Suii.txt 

 

データ部項目 

 

（※1）GPS 時計ではありません。 

（※2）オフセット値は含みません。  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#1 観測日時 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#2 プレッシャーセンサー（cm） 深度（※2） cm 

データヘッダー項目 

共通項目 
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4-５ XYZ 点群データ出力 XY 相対座標、緯度経度座標 

データ部フォーマットイメージ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_XYZ.csv  （XY 相対座標[数学座標]） 

 *_LatLog.csv （緯度経度座標） 

 

データ部項目（列） 

列 データ内容 

#1 Ｘ座標／緯度 ※緯度経度出力の場合、ヘッダー部「緯度経度フォーマット」が

適応。（[十進度] or [変則 60 進数] or [度分秒]） #2 Ｙ座標／経度 

#3 Z 深度 

 

データ部項目（行） 

選択した出力値の個数が、1 アンサンブルの行数となります。詳細は第６章をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ領域 
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4-６ XYZ 点群データ出力 平面直角座標 

データ部フォーマットイメージ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_iRic.txt （平面直角座標[数学座標]） 

*_iRic.csv （平面直角座標[測量座標]） 

 

データ部項目（列） 

列 データ内容 

#1 出力点群番号 

#2 Ｘ座標／緯度 ※緯度経度出力の場合、ヘッダー部「緯度経度フォーマット」が

適応。（[十進度] or [変則 60 進数] or [度分秒]） #3 Ｙ座標／経度 

#4 Z 深度 

 

データ部項目（行） 

選択した出力値の個数が、1 アンサンブルの行数となります。詳細は第６章をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ領域 
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第５章 流量算出結果 

流量算出画面で算出した流量は、算出条件や算出結果が CSV 形式で蓄積されます。また、第２章メッシ

ュデータと同様の*.TFLUX データ出力も可能です。 

 

5-１ CSV 形式のテキストデータを Excel で開く  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *_DischargeResult_YYYYMMDDhhmmss.csv  
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データ項目 

 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#1 ファイル名 バイナリファイル名 - 

#2 アンサンブル数 アンサンブル数 - 

#3 観測開始日時 観測起時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#4 観測終了日時 観測停止時 

ADCP 内部時計基準（※1） 

書式：yyyy/MM/dd HH:mm:ss.00 

- 

#5 経過時間(秒) 観測経過時間 秒 

#6 左右岸スタート 観測開始岸 - 

#7 トータルＱ 総流量 ㎥/s 

#8 プラスＱ プラス流量 ㎥/s 

#9 マイナスＱ マイナス流量 ㎥/s 

#10 実測Ｑ 実測流量 ㎥/s 

#11 上層補完Ｑ(m^3/s) 上層補完流量 ㎥/s 

#12 下層補完Ｑ(m^3/s) 下層補完流量 ㎥/s 

#13 左岸補完Ｑ(m^3/s) 左岸補完流量 ㎥/s 

#14 右岸補完Ｑ(m^3/s) 右岸補完流量 ㎥/s 

#15 Uncertainty(%) 不確実性 % 

#16 Uncertainty(m^3/s) 不確実性 ㎥/s 

#17 浮遊砂量(m^3/s) 浮遊砂量 ㎥/s 

#18 流砂量(m^3/s) 流砂量 ㎥/s 

#19 水面幅(m) 水面幅 m 

#20 断面積(m2) 断面積 ㎥ 

#21 平均流速(cm/s) 平均流速 cm/s 

#22 最大流速(cm/s) 最大流速 cm/s 

#23 航走始終点方位(°) 航走始終点方位 degree 

#24 航跡直線化方位(°) 航跡直線化方位 degree 

#25 平均流向(°) 平均流向 degree 

#26 流下軸成分(deg) 流下軸成分方位 degree 

#27 距離平均(m) 平均処理として距離平均した際の平均距離 m 
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（※1）GPS 時計ではありません。 

 

  

列 データヘッダー項目名 データ内容 単位 

#28 上層補完方法 上層補完方法 - 

#29 下層補完方法 下層補完方法 - 

#30 サイドローブ(%) サイドローブカット率 % 

#31 左岸補完方法 左岸補完方法 - 

#32 左岸補完距離(m) 左岸補完距離 m 

#33 右岸補完方法 右岸補完方法 - 

#34 右岸補完距離(m) 右岸補完距離 m 
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5-２ 断面流速分布データを CSV 形式のテキストデータに出力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名 

 *.TFLUX 

 

    出力形式は、第２章メッシュデータの流量算出用メッシュデータをご参照ください。 
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第６章 その他 

6-１ 緯度経度フォーマット  

 

範囲 

緯度 南緯 90° ～北緯 90° （表記；ʷ90°～＋90°） 

経度 西経 180°～東経 180°（表記；ʷ180°～+180°） 

 

十進法度単位（DDD.ddddddd） 

10 進数の度(Degree)のみで表記します。分と秒は度に換算して小数点以下の数値で表します。 

 

変則 60 進数（DD.MMmmmm） 

10 進数の度(Degree)、60 進数の分(Minute)の両方を使用して表記します。 

小数点以下は”分”になります。 

 

度分秒（DDMMSS.ssss） 

60 進数、度(Degree)・分(Minute)・秒(Second)で表記します。 

 

 

例）十進数を度分秒に変換する場合 

34.678107 度＝34 度＋0.678107 度×60 分  ①小数点以下を分に換算 

           →40.68642 分 

＝34 度＋40 分＋0.68642 分×60 秒  ②小数点以下を秒に換算 

              →41.1852 秒 

      ⇒34 度 40 分 41.1852 秒 

 

例）変則 60 進数を度分秒に変換する場合 

34.4068642 度＝34 度＋40 分＋0.68642 分×60 秒  ①分の小数点以下を秒に換算 

        →41.1852 秒 

      ⇒34 度 40 分 41.1852 秒 

 

例）度分秒を十進数に変換する場合 

34 度 40 分 41.1852 秒＝34 度+40 分÷60 分+41.1852 秒÷3600 秒  

⇒34.678107 

 

 

 

  



p. 29 
 

6-２ XYZ 点群データ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XYZ 出力方法 

1 アンサンブルで最大 6 点のデータ数 

20° 

(x,y,z) (x,y,z) 

(x,y,z) 

(x,y,z) 

(x,y,z) 

Beam1→(X,Y,Z) 

Beam2→(X,Y,Z) 

Beam3→(X,Y,Z) 

Beam4→(X,Y,Z) 

4 点空間内挿データ→(X,Y,Z) 

Beam5(鉛直ビーム) →(X,Y,Z) 

ADCP の揺動補正が必須！ 
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